
鳴門教育大学学校教育研究紀要 25,61-69

学校における喫煙予防を目的としたユニバーサル教育

一試行段階としての教育方法の開発とその実践一

School‐ based universal smoking‐ preventio■ education:

Development of education llllethods and practices in the Flrst trial

吉見 摩耶
*,松

本 有貴
*,山

崎 勝之
*'**

〒 772-8502 鳴門市鳴門町高島字 中島 748番地 *鳴門教育大学予防教育科学教育研究セ ンター
**鳴

門教育大学大学院人間形成 コース

ⅣIaaya Yoshillu*,Yll鳳 NIatsumoto*,KatsuyuH Yamasak***
*Ccntcr for Education and Rcscarch on tllc Scicncc of Prcvcntive Education

**Dcpartment of Human Dcvelopmcnt,NalLltO Univcrslサ of Educttion

748 Nakashiina,Takashilna,Nanlto―cho,Nartlto― shi 772-8502,Japan

抄録 :本論文は,学校 における喫煙予防を目的 としたユニバーサル教育について,教育方法の開発 と

その実践について述べていく。まず,学校において展開される,健康や適応への予防教育について
,

自律性と関係性をのばすベース教育と,特定の問題に対応するオプショナル教育を含む TOP SELFモ

デル (山崎 。佐々木 。内田・勝間・松本,印刷中)を紹介する。本論では,特にオプショナル教育に

おける4つ の系の中でも,性・薬物・タバコ・酒に関連した「危険行動系」に含まれる,「喫煙予防教

育プログラムJの教育方法ならびにその実践について述べていく。本プログラムは,喫煙行動の回避

が最終的な目標であり,その目標を達成するための各構成目標が設定されており,「認知調整能力」,

「問題解決能力」,「 自己管理能力」の育成という3つ の構成中位目標から,直接的な教育方法に関わ

る操作目標までの階層的な目標構成となっている。
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Abstract:This article dcsc五 bes thc dcvclopment of cducauon lllcthods and pracuccs of tllc univcrsal

cducation that aims for tllc smohng prcvention in schools Firstly,Iintroducc thc TOP SELF modcl(YmaasaH,

Sasak,Uchida,Katsuma&Matsumoto,in press)that is composcd of tllc comprchcnsive base and partial

op● onal cducationi thc forlllcr aims to dcvclop autonomy and interpcrsonal rclatedness, 、vhcrcas thc lattcr
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た。前者は,児童 。生徒の健康と適応の問題を総合的に
I ttOP SELFに おける「喫煙予防教育」について

予防することを目指してお り,「 自己信頼心 (自 信)の育

1.丁OP SELFに おけるオプショナル教育        成」,「感情の理解 と対処の育成」,「向社会性の育成」,

山崎・内田 (2010)は ,心身の健康と適応な らびにそ   「ソーシャル・スキルの育成」を目的としている。後者は ,

の問題へのユニバーサル予防が学校教育において欠かせ   特定の健康問題や適応問題を対象として実施される予防

ないものであると主張し,学校において展開される,健   教育であり,「学校適応系」,「精神健康系J,「 身体健康系J,

康や適応へのユニバーサル予防教育について,ベース(総   °「危険行動系Jの 4つ に分類されている (山崎。佐々木・

合)教育 (comprehensivc basc edllcation)と オプショナル   内田。勝間・松本,印昴1中 )。 山崎らは, この教育全体を

教育 (pttia1 0ptional edtlc狙 on)の 2つのモデルを導入し   「『いのちと友情』の学校予防教育」(TOP SELF:T血 10f
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Prcvcntion School Educalion for Lifc and Fricndship)と 名付

けた。

ベース (総合)教育およびオプショナル教育には,い

ずれにも日標の階層性がある。その目標構成は,大目標 ,

構成目標,操作目標によって階層的に組まれている。ま

ず,ベース教育においては,「 自律性Jと 「対人関係性」

の育成が大目標として設定されてお り, この大目標を構

成する目標として,先の「自己信頼心 (自 信)の育成」

～ 「ソニシャル・スキルの育成」が設定されている。次

に,オプショナル教育においては,4つの系ごとに大目

標が設定されており,「学校適応系Jの大目標は,「学校

生活への適応の維持・向上」, 畔青神健康系」の大目標は
,

「精神的な健康の維持・向上」,「身体健康系」の大目標は ,

「身体的な健康の維持・向上J,「危険行動系」の大目標

は,「性,薬物,タ バコ,酒に関連した危険行動の回避J

となっている。各系の大目標の下には, この大目標を構

成する目標として構成上位 。中位・下位, さらに操作目

標と階層的に目標が設定されている。本論では,オプショ

ナル教育における 「危険行動系」のうち,「喫煙の予防J

を目指したユニバーサル教育における教育方法の開発と

その実践について述べていくこととする。

2.オプショナル教育「危険行動系」における喫煙予防

「危険行動系」は,「性,薬物,タバコ,酒に関連した

危険行動の回避」を大目標として,その下には,「性関連

問題行動,薬物使用,喫煙・飲酒の予防」が構成目標と

して設定されている。 この系では,喫煙や飲酒といった

問題に加え,近年,低年齢化の傾向が著しい薬物 (ア ヘ

ン,マ リファナ,覚醒剤など)の使用問題, さらに性関

連の問題行動が取 り上げ られてお り,学校における現代

的な課題に取 り組んでいる。

危険行動系の中に含まれる問題行動の中でも,薬物や

性問題に比べると,喫煙は,子どもにとって一番身近な

問題だと考えられる。喫煙のきっかけとしては,「好奇心

から」が最も多く,次に,「友人に勧められて」と続く。

また,好奇心で吸い始めた子どものきっかけは,親の喫

煙,身近にある吸い殻であり,両方とも子 どもを取 り囲

む環境から影響を受けている (り |1畑,2001;山 岡,2006)。

オプショナル教育は,学校側が選択して必要に応 じて実

施することができるという,学校のニーズに適宜応じる

ことのできる教育であるため,子どもの身近にある環境

的影響や社会的影響が大きく関わる喫煙の問題に対 して
,

その予防を目標とした喫煙予防教育を行うことは,学校

教育において非常に重要な位置づけにある。

Ⅱ.喫煙予防教育プログラムにおける教育方法

1.喫煙予防教育プログラムに共通した教育方法

山崎ら (印刷中)は,ベース総合教育ならびにオプショ

ナル教育の教育方法について,教育効果を高める必須の

特徴の他,次のような共通特徴を持つ必要があり,また

持つことが可能となると述べている。①児童生徒の教育

参加への動機づけを高めることができる,②子ども同士

の交流を促進する場と方法が用意されている,③教室や

廊下等,教育の場としての学校環境を適切に利用する,

④放送や給食など,授業外の教育要素の挿入を考える,

⑤何らかのかたちで家庭との接点をもつ,⑥キャンペー

ンを張るなど,教育の効果を最大にする工夫をする,⑦

学校教員が無理なく修得して,時間的余裕をもって実施

することができる,③教材が複雑でなく教員が簡単に作

成できるもの,の諸特徴である。また, これらの特徴の

うち,①,②,③,⑤,⑦,③は必須の共通特徴になる

とも述べている。

このことについて,以下,喫煙予防教育プログラムで

利用された共通の教育方法について述べていく。まず①

について,本プログラムでは,全体活動において,ムー

ビング・ディベー ト,ジグソー教育, リラックス法やア

サーションスキルの実践などを取り入れた。毎時間,多

様な活動を取り入れることで,子どもたちの興味 。関心 ,

授業への参加意欲が高まるよう工夫した。②については,

小グループ活動においてロールプレイや友達サインなど

の活動を取り入れた。③では,プログラム全体の進度や

過程がわかるポスターを廊下に掲示し,子どもたちがい

つでも日に触れられるようにした。④については,子ど

もたちにホームワークを出すことで,授業で学んだこと

を振り返ることができるため,授業外での教育要素の一

つになるのではないかと考えた。⑤では,毎時間,授業

で学んだことの中から大事な要素を「家族の活動」とし

て課題を出し,家族の人と一緒にその課題に取り組むと

いう活動を入れた。課題へ取り組んだときは,家族のサ

インをもらうようにし,子どもたちを通して授業で学ん

だことが家庭に伝わるという相互的な作用を狙いとした。

また,プログラムの開始時,中頃,終了時には,家庭通

信を作成し,子どもたちがどのようなことを学び, どん

な様子なのかということを,写真やメッセージで伝える

ことで,家庭との接点を持つようにした。⑥については,

今回取り組むことができなかった。どのように教育の効

果を最大にアピールしていくかは今後の課題である。⑦

についても,今回は授業制作者が授業を実施したため
,

今後の課題となっている。③については,毎回,授業内

容によって準備する教材の種類は異なるが,教材を考え

る段階では,教員が簡単に作成できるものということを

常に念頭において準備をすすめた。また,教材は,子ど
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もたちの作業や行動が滞ってしまうようなわかりにくい

ものであってはならず,シンプルなもので,かつ子ども

たちにとってわかりやすく,小グループでの話し合いや

個々人の意見やアイディアが出しやすいものが受け入れ

られた。

TOP SELFに おいては,特に上記の① o②の内容 につ

いて,な によ りも子 どもたちの興味 。関心 を引きつける

ことが重要だと考えており,ク ラス全体活動および小グ

ループ活動における話し合いの活性化を促す斬新な反応

系の授業デザインの開発に力を入れている。②について

は,可能な限り子ども同士の活動を取り入れる必要があ

る (山崎他,2006)と 述べており,授業の中心となる小

グループ (集団)の活動では,グループの全メンバーが

参加し,参加しなければ成立しないといった,メ ンバー

の参加度を高める方法が必要だとしている (山崎ら,印

昂1中 )。 本プログラムにおいても,先述のとおり,ク ラス

全体活動ではムービング・ディベー トや友達サインなど

動きのある活動を取り入れており,教育目標を達成する

内容であるとともに,子どもたちの意欲と参加度を高め

ることができた。また,小グループ活動においては,ジ
グソー教育やロールプレイなど,子どもたち全員が活動

に参加し,一人一人に役割と責任を持たせることにより,

個々人が目的を持ち,さ らに班員と協力して取り組むこ

とで,よ り活動が活性化することを目指した。また,TOP

SELFで は,小グループ活動の基本的構造として,い く

つかの条件を設定している。そのうち,班編制の人数

(4～ 6名)と 司会係と記録係の固定については,本プロ

グラムでも実施されており,教育目標を達成するための

小グループ活動は十分に機能していた。

2.喫煙予防教育プログラムの直接的方法における諸特徴

山崎ら (印刷中)は , この TOP SELFの 予防教育にお

ける各教育方法について,①については,教材と子ども

の活動の両方に共通して設定する細部特徴を考える必要

があると述べている。まず,教材面においては,授業全

体の一貫した連続性のある筋書き,知識的な部分の伝達

に際して登場するキャラクター設定, これらの特徴を効

果的に演出するためのパワーポイント・スライ ドを用い

た電子紙芝居の導入とまとめ部分での使用,さ らにこの

スライ ドは,音声,効果音,BGNIが埋め込まれた状態

で, 自動的に提示される仕上がりであること, としてい

る。次に,活動面においては,子 どもたちの活動に動作

やゲーム的要素を取り入れること,可能な限り実物を見

せて扱うこと,特に活動面は,メ リハリをつけた運営を

もたらすための工夫が必要であることを強調している。

ここでは,喫煙予防教育プログラムにおける直接的方

法の諸特徴について,特に①の教材面に関することにつ

いて述べていくこととする。本プログラムは,法律的に
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喫煙が許されていない年齢の子どもたちを対象とする予

防プログラムであり,成人した大人への禁煙指導 とは異

なる。本来は喫煙の習慣や経験がないであろうとする子

どもたちに対 して,喫煙の健康被害を十分に認識させ ,

喫煙の問題を回避させるためには, どのような予防教育

が効果的であるのかということを十分に考えなければな

らなかった。そ こで,本プログラムでは,子どもたちに

喫煙予防の必要性を伝え,=緒 に成長していける存在と

しての 「モテぞうJと いう子象のキャラクターを設定し

た。

モテぞ うは,子 どもたちと同じ目線か らさまざまな

メッセージを伝えることにより,子どもたちが喫煙予防

への意識を高めていくことを狙つた。また,同年代や先

輩,成人した大人の人物キャラクターを設定し, さらに

子 どもたちにとってイメージしやすく, 自分たちの身近

にもあるような喫煙に関わる場面設定をすることにより
,

喫煙の問題が他人事ではなく, 自分たちにも関わってく

る問題だと認識できるようにした。毎回,そ の授業のテー

マは,登場人物たちの悩みから問題提起が始まる。モテ

ぞうや主となるキャラクターはその悩みを解決していく

中で,喫煙予防に必要な知識やスキルを身につけていく。

そして子どもたちは,モテぞうと一緒に問題を解決する

過程をたどることで,同 じように喫煙予防に関わる知識

やスキルが身につくことを目指した。毎回,授業の導入

とまとめ部分にはパワーポイント・スライ ドによる電子

紙芝居を使用 し,音声,効果音,BGMを 埋め込んだも

のが 自動的に流れるようにした。スライ ドの一部はパ

ターン化されたものだが,それ以外は毎回の授業目標に

沿った内容で,子どもたちにとって目新しいものになる

よう工夫された。

Ⅲ.喫煙予防教育プログラムの構成

1.プログラムの目標構成

喫煙予防教育プログラムでは 「喫煙の予防」が構成上

位目標として設定されてお り, この構成上位 目標を達成

するために,「認知調整能力J,「問題解決能力」,「 自己管

理能力」の育成という 3つ の側面か ら介入を行う構成中

位目標が設定されている。そして, これ らの構成中位目

標の下には,それぞれ目標を実現するための構成下位目

標が設定されてお り,さ らにその下に位置するものとし

て,具体的な教育方法を示す目標である操作 目標が設定

されている。認知調整能力の育成に関わる操作目標では,

喫煙の問題に対する正しい知識と判断力を得ること,社
会規範に基づいて喫煙予防への考えを持つことを目指し

た。問題解決能力の育成に関わる操作目標では,喫煙の

誘惑に抵抗する意思表示をするためのスキルの獲得,誘
惑の回避 。拒否に伴う不安やス トレスを対処するスキル



の獲得を目指した。自己管理能力の育成に関わる操作目

標では,誘惑のコントロールを目的としたモニター法の

実践,喫煙の誘惑に負けないための支援環境つくりと利

用を目指した。本プログラムの教育目標の構成とそのエ

ビデンスについては,松本・吉見・山崎 (印刷中)に詳

しい。本プログラムの教育目標をTABLE lに 示す。

2.教育対象

山崎ら (印刷中)は ,ベース総合教育における教育対

象について,将来的には幼児から高校生までと,幅広い

年齢層を対象とした健康と適応の問題を総合的に予防す

る教育への発展を想定しながらも,まずは小学校と中学

校の全学年で通年実施することを推奨している。オプ

ショナル教育についても,小学校 3年生から中学校 1年

TABLE l 喫煙予防教育プログラムの構成目標

上位目標 構成中位 (I～ Ⅲ)。 構成下位 (1～ 7)目標 操 作 目 標

喫

煙

の

予

防

I 認知調整能力の育成

1.喫煙の問題性を正しく判断できる a.喫煙の害に関する正確な情報に基づき喫煙の問題

を認識する

b.喫煙が自分の心身に及ぼす影響を理解する

2.社会規範に基づいて,喫煙予防に対する興味・

関心を持つことができる

c.自 分や周 りの人の喫煙予防に対するいろいろな考

えを理解することができる

d.二十歳以上の大人の考え (喫煙はかまわない 。予

防は必要ない)に挑戦する

e.自 分たち未成年の考え (喫煙はかまわない 。予防

は必要ない)に挑戦する

Ⅱ 問題解決能力の育成

3.喫煙の誘惑に抵抗する意志決定ができる f.喫煙の誘惑を回避・拒否 (意志決定)し にくい原

因 (親 しい人や TVの影響など)を探 り,身近な生

活環境の中にどんな誘惑要因があるかを理解する

g.仲間と協力して喫煙行為に対する予防策を考える

ことができる

h.喫煙行為を予防する対応策の中か ら自分たちがで

きるよりよい方法を決定する

身近な存在か らの喫煙の誘惑を回避・拒否す

る方法を理解し,積極的に取 り組むことができ

る

i.身近な存在 (友人や先輩)か らの喫煙行為への誘

惑を回避・拒否しようとするときに想起される不安・

ス トレスに対応するスキルを学ぶ
j.身近な存在 (友人や先輩)か らの喫煙行為への誘

惑に対して回避・拒否するという意思表示を表すた

めの言語 。非言語的なスキルを学ぶ

k.身近な存在 (友人や先輩)か らの喫煙行為への誘

惑に対して回避 。拒否行動後の関係が悪化 したと仮

定して,関係修繕,または新たな関係作 りに必要な

スキルを学ぶ

5.喫煙の誘惑の回避・拒否を仲間と協力して実

践できる

1.仲間と協力して喫煙予防につながる学習 した知

識・スキルを,様々な実際の状況に応用できる

m.喫 煙予防への対応方法を仲間とともに練習する

Ⅲ 自己管理能力の育成

6.誘惑を回避し拒否するために, 自分の目標を

決め,実践行動をモニターし,評価することが

できる

n.健康な生活維持に悪 く影響する身の回りの誘惑を

考える

o.選んだ誘惑を回避・拒否するための行動目標を決

め,実際の様子をモニターする

7.自 分に関わる喫煙問題について,悩みを打ち

明けたり相談したりすることができる支援環境

を周 りに作 り,利用することができる

p.喫煙に対する興味・関心が出てきたとき,ま たは

喫煙への誘惑が身近にあるとき,迷いや葛藤がある

状況について話せる人 (先生や仲間)を 自分の周 り

に見出す,あ るいは作る

q.喫煙の誘惑があると仮定して,その状況に対応す

る仲間をどう支援するか支援者の立場で考える

r.具体的な支援活動を実際に利用することができる
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生までを対象とした教育プログラムの構成となっている。

今回,喫煙予防教育においては,中学校 1年生を対象に

予防プログラムを実施した。

3.具体的なプログラム内容

オプショナル教育では,本来,各系のプログラムはす

べて全 12回で構成されている。しかし,今回は実施可

能な時間が限られていたことから,喫煙予防教育プログ

ラムでは,全 7回で構成されたプログラムを実施した。

本プログラムの実施にあたっては,全回に共通する主夕

イ トルと,毎回の授業ごとに発表される副タイ トルが設

定された。本プログラムの主タイ トルは 「めざせ !モ テ

男☆モテ女☆喫煙予防で美しく健康な未来 |モテゾウの

七つの予言 知・心・気・美・健・富・絆を修得し,輝
く未来をつかめ !Jと した。また,毎時間の授業ごとに

設定された副タイ トルは,「～モテゾウの七つの予言～」

というタイ トルのもと,そ の一からその七まで,各 回キー

ワー ドを設定し,それぞれの授業内容が反映されるよう

タイ トルの中に組み入れた。毎回の授業にはそれぞれ目

標があり,各タイ トルは,その授業の主要な目的が表さ

れていること,子どもたちにとってわかりやすい言葉で

示されていることに注意して設定した。具体的には,「そ

の一 「知J知は正しい判断の源なりJ,「その二 「,卜」心

はきまりとマナーを守るJ,「その三 「気」気はやる気と

勇気を発す」,「その四 「美」美は体内バランスが創造す

る」,「その五 「健J健は実践と継続の成果なりJ,「その

六「富J富は節度と管理により蓄積する」,「その七「絆」

絆は人と人との助け合いを促すJと なっている。本プロ

グラムは,1セ ッション50分,全 7セ ッションからなっ

ている。各セ ッシ ョンの具体的な内容 については,以下

の通 りである。プログラムの流れ を TABLE 2に 示す。

<1時 間目>授業題目「モテゾウの七つの予言 その一

『知』知は正しい判断の源な り」

第 1時限は,「喫煙の問題性を正しく判断できるJと い

う下位目標が設定された。薬物や喫煙など,身体に害を

もたらすものの問題については,テレビ,雑誌,本,イ

ンターネットなどのさまざまなメディアから情報を得る

ものの,い い加減な情報も多く,危険性と有害性の認識

が欠如している (水谷,2005)と いう現状が見受けられ

る。よって,喫煙に対する興味 。関心を正しい判断に導

くには,正しい知識を得ることが必要である (Botvin ct

al,1990;■lpadc ct al,2008;世 一,2009)こ とか ら,

下位目標を達成するためのより具体的な方法に結びつけ

る目標として,「 a.喫煙の害に関する正確な情報に基づ

き喫煙の問題を認識するJ,「 b.喫煙が自分の心身に及

ぼす影響を理解するJと いう操作目標が導き出された。

導入では,喫煙に対する自分たちの関心や考えに気づ

く活動を通して,喫煙に関わる正しい知識に基づき,タ
バコの問題を理解する必要性を認識することを目標とし

た。展開では,タバコの害や影響についてのクイズに答

えていく中で,正 しい理解 と判断力を身につけ,たばこ

に対する健全な興味・関心を持つことを目標 とした。ま

とめでは,学習した正しい情報と理解に基づいて,正し

TABLE 2 喫煙予防教育プログラムの学習内容とホームワークの流れ

時 目標
認知調整能力 問題解決能力 自己管理能力

学習内容 ホームワーク 学習内容 ホームワーク 学習内容 ホームワーク

1 I-1-a,b 喫煙の問題性を正しく

判断する

クロスワード
パズル

2 I-1-c,d,e
社会規範に基づいて

,

喫煙予防に対する興

味・関心を持つ

線で結ぼうク

イズ

3 Ⅱ-3-f,g,h
喫煙の誘惑に抵抗する

意志決定のステップを

実践する

つぶやき分類
クイズ

4 Ⅱ-4-i

喫煙の誘惑を回避・拒

否するときに生じる不

安・ス トレスヘの対応

スキル

モテゾウのリ

ラックス法

5 Ⅱ-4-j

喫煙の誘惑を回避・拒

否するための意思表示
のスキル (アサーショ

ン・メッセージ)

「断る」アサー

ション・メッ

セージ

6 Ⅲ-6-n o
誘惑を回避・拒否する

ための誘惑ヨントロー

ルの実践

モニター表の

作成と実践

7

自分の周りにある支援

環境に気づき,実際に

支援環境を利用する体

験をする
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い判断をするという活動を通して,たば この問題性を理

解・認識した上で正しい判断をするという力をつけるこ

とを目標とした。

<2時間目>授業題目「モテゾウの七つの予言 その二

『心』心はきまりとマナーを守る」

第 2時限は,「社会規範に基づいて,喫煙予防に対する

興味・関心をもつことができる」 という下位目標が設定

された。グループの態度や価値観を主観化する (自 分の

考えや感じ方にする)こ とで社会生活に適応する過程が

薬物使用に影響し (McintOsh et d,2003),予防に対する

関心・意欲・態度を育てることが薬物使用防止につなが

る (水谷,2005)と 指摘されており,これは薬物の問題

だけでなく,喫煙の問題にも同じように適用させること

ができると考え,「 c.自 分や周 りの人の喫煙予防に対す

るいろいろな考えを理解することができる」,「 d.二十

歳以上の大人の考え (喫煙はかまわない 。予防は必要な

い)に挑戦するJ,「 e.自 分たち未成年の考え (喫煙は

かまわない 。予防は必要ない)に挑戦するJと いう操作

目標を設定した。

導入では,喫煙者の喫煙に対する異なる考え (二十歳

以上は法律で許されているから問題ないという考えや非

喫煙者に対する考えなど)を知 り,さ まざまな考えに対

する自分自身の考えに気づくことを目標とし, 自分の考

えを周りの人に理解してもらうことの難しさについて考

えるよう促した。そこで展開では,ムービング・ディベー

トを導入し,それぞれの立場から自分の考えを主張する

ことを目標とした。ムービング・ディベー トでは,「 日本

における喫煙全面禁止法は必要か」 というお題を提示し,

賛成派と反対派がそれぞれの立場で主張を行った。議論

を交わす中で,喫煙予防に関わる理解を深めていくこと

を目標とした。まとめでは,喫煙の予防を勧めていくな

かでうまくいったところと,難しかったところをまとめ,

喫煙のきまりとマナーを守る大切さを理解できるように

した。

<3時 間目>授業題目「モテぞ うの七つの予言 その三

『気』気はやる気と勇気を発す」

第 3時限は,「喫煙の誘惑に抵抗する意志決定ができ

る」という下位目標を設定した。誘惑に対する意志決定

力の重要性について,薬物関連ではあるが,薬物使用に

関する意志決定スキルを学んだ生徒の 94%は より健全

な選択 (拒否)ができた (Talpadc ct a,2008)と うい研

究結果があることから,子どもたちが誘惑に負けない
,

抵抗を示す意志決定スキルを身につけることが重要だと

考えられる。この意志決定について WHO(19941は ,「意

志決定モデル」のステップとして,「あらゆる選択肢を出

す (意志決定に関わる情報を入手する),それぞれを評価
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する,決定する」 と示している。そこで,下位 目標を達

成するためのより具体的な操作目標 として,「 f.喫煙の

誘惑を回避・拒否 (意志決定)し にくい原因 (親 しい人

や TVの影響など)を探 り,身近な生活環境の中にどん

な誘惑要因があるかを理解するJ,「 g.仲間と協力して

喫煙行為に対する予防策を考えることができる」,「 h.

喫煙行為を予防する対応策の中から自分たちができるよ

りよい方法を決定する」の 3つを設定し,教育方法を導

き出した。

導入では,喫煙の誘惑に抵抗する意志決定をすること

が難しい原因について考えることを目標とした。原因に

ついては, ①自分にある理由,② 自分の気持ちにある理

由,③相手の影響力にある理由,④集団との関係にある

理由,⑤社会にある理由の 5つ の分野から考えるように

した。展開では,5つの分野それぞれの要因に対応でき

る方法について班で意見を出し合い, 自分たちで対応方

法を話し合うことを目標 とした。まとめでは, これまで

にだされたさまざまな対応方法の中から,喫煙を勧めら

れた場合,断る方法として実際に自分たちが使えると思

う対応方法を見いだすことを目標とした。

<4時 間目>授業題目「モテぞうの七つの予言 その四

『美』美は体内バランスが創造する」

第 4時限は,「身近な存在からの喫煙の誘惑を回避・オ巨

否する方法を理解 し,積極的に取 り組むことができる」

という下位目標を設定した。先にも述べたように,子ど

もたちが喫煙のきっかけとして挙げる最大の理由は 「好

奇心」であり,次いで 「友達にすすめられて」 という理

由が挙げ られている (川畑,2001)。 つまり,子 どもた

ちが喫煙を始める原因には,友人などの社会的要因が影

響しているということがわかる。友人か らの影響が大き

いのは,そ こに断りにくさや拒否を示す ことが難しい要

因があると考えられる。そこで,「友人からのタバコのす

すめを断る」ときに生じる不安やス トレスに対処するス

キル獲得の必要性を考え,「 i.身近な存在 (友人‐
t」 先

輩)か らの喫煙行為への誘惑を回避 。拒否しようとする

ときに想起される不安・ス トレスに対応するスキルを学

ぶ」という操作目標を設定した。不安やス トレスに対応

するライフスキルの一つとして,ス トレスマネージメン

トがある (川畑,2001)。 喫煙などの問題行動を引き起

こす要因として, 自己の不安に対処するライフスキルの

欠如が考えられるため,喫煙 と健康に関する知識の獲得

だけでなく,さ まざまな要因への対応スキルを学ぶ必要

がある。

導入では,身近な存在からの喫煙を勧められた場合に
,

断りたいけど断れないという状況下で生じる不安やス ト

レスについて理解することを目標とした。展開では,そ
の不安やス トレスに対応するためのスキルを練習し,体
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得することを目標とした。「モテぞうのリラックス法Jと

名付けたリラックス法を実施し,瞑想と全身の筋緊張と

弛緩状態の経験,呼吸を整えることを繰 り返し練習した。

まとめでは,修得したスキルの使い方を理解 しているか

を確認し,具体的にどのような場面で使えるかというこ

とについて理解も促し, 自分でスキルが使えるようにな

ることを目標とした。

<5時 間目>授業題目「モテぞうの七つの予言 その五

『健』健は実践と継続の成果なり」

第 5時限は,前時の授業に引き続き,「身近な存在か ら

の喫煙の誘惑を回避 。拒否する方法を理解し,積極的に

取り組むことができる」という下位 目標のもと,「 j.身

近な存在 (友人や先輩)か らの喫煙行為への誘惑に対し

て回避・拒否するという意思表示を表すための言語・非

言語的なスキルを学ぶJと いう操作目標か ら具体的な教

育方法を考えた。ここでは,相手との関係性も考えた拒

否の意思表示を表す方法について,相手の無理な要求に

対して, 自分も相手も尊重しながら,相手に自分の感情

や状況 を説明 し,自 分の意志 を伝 える ことができる

(Fcsllbach&Roc,1969)と いうアサーションの概念を取

り入れた。アサーションスキルは,葛藤場面において
,

自他を尊重した適切な表出方法を考えることができ,そ
の適切な表出方法を相手に伝わるように実行することが

できるスキルである (平木,2008)。 つまり,葛藤場面

においても,他者を思いやったコミュニケーションをと

ることができ,その中で自分の考えもはっきりと伝える

ことができる力をつけることを目標とした。

導入では,喫煙の誘惑に対 してきっぱ りと断ることが

できない場面を想定し,そのときに出てくる行動や態度

に気づくことを目標とした。展開では,き っぱ りと誘惑

を回避・拒否するために使う言葉や態度,仕草を学び
,

その方法を身につけることを目標とし,はっきりと断る

ためのアサーションメッセージを学習した。まとめでは ,

アサーションメッセージの使い方を理解 しているかどう

かを確認し,子どもたちにもアサーションメッセージが

必要な場面を提示し,練習することで,今後も自分でそ

のスキルが使えるようになることを目標とした。

<6時 間目>授業題 目「モテぞうの七つの予言 その六

『富』富は節度と管理により蓄積する」

第 6時限は,「誘惑を回避し拒否するために,自 分の目

標を決め,実践行動をモニターし,評価することができ

るJと いう下位目標を設定した。 この下位目標は, 自己

管理能力の育成という中位 目標を達成するための目標 と

して設定されてお り, 自己管理は一貫 して薬物使用に対

する効果が検証されている (Novalc&Clayton,2001)こ

とから, 自己に迫ってくる誘惑をコントロールする力が ,
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問題行動の抑制につながると考えられる。また,実現可

能な目標をもち,その目標を達成するために計画し実践

し実現する過程は,達成するという体験を積み重ねるこ

とでその行動を行う自信を育てる (白石,20041と いう

ことからも, 自分で目標を決め,その目標を達成するた

めに誘惑をコントロールしながら行動するという過程が ,

自己管理能力の育成につながっていくという考えのもと,

「n.健康な生活維持に悪 く影響する身の回りの誘惑を考

える」,「 o。 選んだ誘惑を回避・拒否するための行動目

標を決め,実際の様子をモニターするJと いう操作目標

を設定した。

導入では,身の回りにある誘惑に気づき,それらが健

康な生活に与える影響に気づくことを目標 とした。展開

では, 自分自身の生活を振 り返 り,生活をより健康的に

するために,身の回りにある誘惑か らコントロールする

ものを一つ選び, 日標をきめる作業を行った。まとめで

は,モニター表を完成させ, これから 1週間モニター表

を実行するための意思を確認するため,みんなの前で自

分の目標を発表 し,意思表示することを目標とし,実際

の実践はホームワークとした。

<7時 間目>授業題 目「モテぞうの七つの予言 その七

『絆』絆は人と人との助け合いを促す」

第 7時限は,「 自分に関わる喫煙問題について,悩みを

打ち明けたり相談したりすることができる支援環境を周

りに作 り,利用することができる」 という下位 目標を設

定した。喫煙などの問題行動を促進する要因の一つに友

人からの誘いといった他者の存在があるが,逆に,問題

行動へのきっかけを食い止め,正しい方向へ導 くのも他

者の力によって成されることだと考える。つまり,危険

行動の予防に必要なスキルとして,ソーシャル・サポー

トの形成 (Donnclly ct al,2008)が 重要な要素となって

くる。子どもたちが,喫煙などの問題行動についての正

しい知識を獲得し,問題に対してそれを解決していくス

キルを身につけ,実際に問題行動を回避するための実践

力をつけるという段階的な発展がある中で,最後に子ど

もたちが危険行動を回避しようとする行動を支援 し,強
化する環境つくりが必要になってくる。 このような目標

を達成するために,「 p.喫煙に対する興味。関心が出て

きたとき,ま たは喫煙への誘惑が身近にあるとき,迷い

や葛藤がある状況について話せる人 (先生や仲間)を 自

分の周 りに見出す,あ るいは作る」,「 q 喫煙の誘惑が

あると仮定して,その状況に対応する仲間をどう支援す

るか支援者の立場で考える」,「 r.具体的な支援活動を

実際に利用することができる」 という操作目標を設定し
,

教育方法が考えられた。

導入では, 自分のまわ りにある支援環境に気づき,支
援すること,支援されることの意義を理解させることを



目標とした。展開では,班の仲間と協力して,実際に悩

みを相談し,支援環境を利用する体験をした。まとめで

は,相談体験の内容をクラス全体で共有し,子どもたち

が支援環境を利用するための自信と支援環境を利用する

意識を高めることを目標とした。

Ⅳ.喫煙予防教育プログラムの教育方法の実際と今後の

課題

1 実施時間について

現行の学校教育の中で,予防教育をどの時間で実施で

きるかということについては,山崎ら (2010)によって

まとめられている。今回,喫煙予防教育プログラムを実

施するにあたっては,総合的学習の時間を利用しての実

施となった。実施回数については,本プログラムの目標

構成は,本来,全 12セ ッションを想定した構成となっ

ているが,今回は,全 7セ ッションでの構成となったた

め,すべての教育目標を実施することはできていない。

しかしながら,オプショナル教育は,当該の予防問題に

特化した,即効性のある教育であることが特徴であり
,

学校のニーズに応じて選択的に実施することが可能な予

防教育である。よって,本プログラムにおいても,全 7

回の実施において,喫煙という特化した問題について
,

その予防に必要な教育目標は十分に組み込まれ,それを

達成できる内容のプログラム構成になっていたと考える。

2 教育方法について

予防教育プログラムで実施した教育方法については ,

そのすべてが教育の効果を最大のものにするために考え

られているものである。その方法については,教育効果

を高めるため必須の特徴の他,共通特徴 としてもつ必要

がある, またもつことが可能となる (山 崎ら,印刷中)

ものがある。その中で,本プログラムの実施に際して見

えてきた各教育方法の効果および課題がある。まず,授

業にかかわる直接的方法について振り返ってみたい。児

童生徒が興味 。関心を失うことなく,授業参加への動機

付けを高め,活動における子ども同士の交流を促進する

方法を用いるという点については,子どもたちがずっと

机に座り,ただ授業を聞いて課題をこなすという個々人

が孤立した状態ではなく,なるべく多くの動きや交流が

あるように工夫を凝らした。しかし,山崎ら (印刷中)

が明記しているように,活動面にはメリハリをつけた運

営と,グループメンバー全員が参加し:参加しなければ

成立しない課題や活動の設定という点においては,まだ

行き届いていない面もあった。教育方法における反応系

には最大の工夫が必要であり,子どもの心をぐっとつか

むような活動方法を見出すことが課題である。次に,授

業外での方法については,校内放送の利用やポスターな
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どによって広 くキャンペーンをはるなど,授業外での教

育要素の挿入が十分でなかったところがある。学校や地

域の環境をうまく生かした活動は,子ども自身と子 ども

を取 り巻 く多くの人たちの注意と興味,さ らには教育目

標達成への動因を高める (山 崎ら,印刷中)ため,今後

さらに力をいれて取 り組む必要がある。授業外での教育

要素の一つに,「家庭との接点をもつ」という重要な要素

がある。 これについて,本プログラムでは,活動内容を

伝える家庭通信の配布に加え,毎時間の授業で 「家族の

活動」という,家庭で保護者と子 どもが一緒になって行

う課題を出した。もちろんこれに関しては配慮すべき点

があり,課題をするのは家族の人だけでなく,友人と一

緒に行ってもよいとしている。実際にどれほどの子 ども

が家族と一緒に課題に取 り組んでいるかを把握すること

は困難であるが,家族のサイン欄などから推測できる範

囲においては,予想以上に家族をうまく巻き込んだ活動

になっているのではないかと感じられた。今後も,可能

な限り保護者の参加を学校との接点として促 したい (山

崎ら,印刷中)と いう意識をもって臨んでいきたい。

最後に,近年における喫煙の低年齢化問題は,学校教

育における最大の関心事の一つである。子どもたちを喫

煙行動を促す社会的影響,心理的要因,個人的要因から

守 り,喫煙という問題行動を回避させるという目的にお

いて,TOP SELFのオプショナル教育における 「喫煙予

防教育プログラム」は,喫煙に特化した予防教育であり,

子どもたちを明るく,健康な未来へと導く教育として位

置づけられる。
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